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１．はじめに 

近年の急速に変化するビジネス環境に対応す

るため、企業は様々なデジタル技術を活用して

DX（デジタルトランスフォーメーション）を推

進し、ビジネス改革、競争力強化・維持するこ

とが求められています。DX 推進のためのデジ

タル技術の代表的なものの 1つに IoT（Internet 

of Things）があります。 

IoTは「モノのインターネット」と訳され、狭

義には、現実世界の機械や生産設備などのモノ

にセンサー（気温、湿度、加速度、傾き、音、

光、距離など）を取り付けてデータを収集し、

クラウドなどのサイバー空間に送信する機器や

仕組みを意味します。広義には、データを収集

するだけでなく、サイバー空間に蓄積したデー

タを分析し、現実世界にフィードバックして利

活用し新たな価値を創造することまで含めた意

味になります。広義の IoT の実施にはデータ分

析が必要です。データ分析にはクロス集計、回

帰分析、相関、統計的検定など様々な手法があ

り、目的に応じて使い分けることが重要です。 

２．産業技術センターの IoT普及の取り組み 

 産業技術センターでは IoT 普及のために、

2018 年度から IoT の専門家を講師に招いて

「IoT 実装技術研修」を実施しています。本研

修では県内中小企業の IoT 導入を検討する技術

者の方を対象に、実習を通じて IoT を学びます

（図１）。 

2022年度は、特にデータ分析手法・評価方法

を重点的に指導しました。研修内容は IoT と開

発ツールである Raspberry Pi の概要の説明、

Raspberry Pi のセットアップ、照度センサー 

と Raspberry Piを接続したデータ収集、サーバ

上へのデータ送信方法、蓄積したデータの分析

手法・評価方法などです。主にMicrosoft Excel

を使って、クロス集計、基本統計量、グラフ化、

相関、統計的検定、回帰分析などを指導しまし

た。また、分析に必要なデータの準備、データ

利活用に向けた計画の概要についても研修を行

いました。 

研修後に実施したアンケートでは、8 割近く

の受講者から参考になったとの感想をいただき

ました。 

また、IoTの導入状況についてアンケートした

ところ、「部分的に導入し始めている」も含める

と約3分の2の企業が導入しているものの、「導入

し、データ活用も行っている」は1割にとどまり

ました（図２）。このことから、IoTの導入は進

んできているが、データの活用にはまだ取り組

めていない企業が多いことが分かりました。今

回の研修においてデータ分析手法・評価方法を

重点的に学習していただいたことが、企業での

データ活用の推進に役立つことを今後期待して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．おわりに 

 産業技術センターでは、今後もIoTの導入を推

進するため、IoT関連の研修などを実施していく

予定ですので、ぜひご活用ください。 

産業技術センター 総合技術支援・人材育成室 菅野祐介 (0566-45-5640) 

担当分野   ： 総合的な技術相談、IoT普及啓発 

IoT の普及啓発について 

図２ IoTの導入状況 

図１ 研修の様子 
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